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背 景

柔道整復師が日常の臨床にあたる中で、柔道整復施術の範囲を
超える内科的疾患が原発の疼痛を訴える患者に出会うことも少
なくない。そのような場合に適切に鑑別、判断して医師と連携
して早期発見、早期治療を行うことは患者の最大の利益となる。

そこで公益社団法人 大阪府柔道整復師会 会員の柔道整復師を
対象に、臨床でこれらのような内科的疾患の疑い、精査の結果
で内科的疾患が判明した事例についてアンケート調査を行った。























ま と め

ごく短期間の調査でもこれらの報告例があった。継続して調査を
行えば、さらに多くの事例があると考えられる。

柔道整復師は日々の臨床で整形外科領域の疾患の他にも、これら
の疾患が隠れていることも念頭に、問診・鑑別を行い、施術の範
囲を超える疾患が疑われる場合には、速やかに医師の診察を受け
るよう、患者に指導することが患者の最大の利益となる。また、
患者・医師との信頼関係の構築にも繋がる。

※公益社団法人 大阪府柔道整復師会では、患者の利益に資するため医師と
連携を図る事を目的に、公益事業の一環として医接連携室を設置。必要に応
じて医師に診察の依頼やメールでの相談、患者の情報を共有して施術にあ
たっています。


